
　皆さんがお住みの「地域」にも語り継がれる偉人がいると思います。
ジャンヌ＝ダルクの名は日本でも広く知られていますが、羊飼い、預言
者、軍司令官、背教者、救国の乙女、聖女…、英仏百年戦争の最中、彼
女は何者として現われたのか？ジャンヌが死後、どのように語り継がれ
たかも含めて一緒に考えたいと思います。

ジャンヌ・ダルク騎馬像（オルレアン、講師撮影）

講 師
秋田大学教育文化学部　地域文化学科

准教授 佐藤　猛



ジャンヌ・ダルク
～預言者から背教者そして聖女へ～
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戦い ～オルレアンの攻囲戦と勝利～第２回

9月 26 日（火）
18:00 ～ 19:30

　ジャンヌ・ダルクといえば、英仏百年戦争の中、英軍に包囲されて
いたオルレアンの町を解放した姿がよく知られていると思います。
1337 ～ 1453 年までの百年戦争を背景に、その攻防における彼女の行
動や発言を明らかにしたいと思います。 

祈り ～祭日と戦闘自制～第３回

10月 10 日（火）
18:00 ～ 19:30

　ジャンヌ・ダルクは闘いばかりを望んだわけではありませんでした。
何よりもキリスト教徒として、可能な限り殺戮や流血を避けようとし
ていました。彼女の中の戦闘と平和の関係を祭日における行動を軸に
分析します。

処刑 ～ルーアンの異端審問～第４回

10月 24 日（火）
18:00 ～ 19:30

　ジャンヌ・ダルクはなぜ、処刑されたのでしょうか。英軍により、
敵軍の司令官として処刑されてのではありません。キリスト教会によ
る審問の結果、背教者として処刑されました。審問記録等も読みなが
ら、処刑された経緯を明らかにします。

列聖 ～復権から列聖そして現在～第５回

11月 7日（火）
18:00 ～ 19:30

　ジャンヌ・ダルクの名は、２０２２年２月に始まったロシアのウク
ライナ侵攻の中でも語られ、ニュースでも取り上げられました。彼女
は処刑から現在まで、どのように語り継がれたか。その伝説を考えて
みましょう。

第１回

9月 12 日（火）
18:00 ～ 19:30

　ジャンヌ・ダルクは処刑裁判の時、幼い頃に「神の声」を聞いたと
証言しています。キリスト教が大きな影響力を持った中世ヨーロッパ
社会の特徴も念頭に置いて、彼女の預言者、すなわち神からの使者と
して自意識について考察します。

神の声 ～キリスト教と中世ヨーロッパ社会～


